
目的 名称 退職後
の継続

残された家族の安心を
守るために

グループ生命保険 ○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

将来の生活設計のために

この保険は日本NCR株式会社 社員会が保険契約者となる団体契約であり、保険契約者により加入をご案内しています。

積立年金ゆとり

悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・
脳卒中になったときのために

三大疾病克服サポートプラス

新医療保険
　団体総合生活補償保険（ＭＳ＆ＡＤ型）

団体傷害保険
　団体総合生活補償保険（標準型）
　①個人型、②家族型
　　　　　　　＋
　団体総合生活補償保険（MS&AD型）

ケガの補償には
賠償・携行品・疾病のオプションも
ご用意しています

病気・ケガの補償には
賠償・携行品・介護等のオプションも
ご用意しています

所得補償保険

病気・ケガで休職中の給与の
補償（長期）には

病気・ケガで休職中の給与の
補償（１年）には

休職補償サポート

※　◎の既加入者で、加入内容を変更せず継続する場合は、申込手続きは不要です。

主なポイント 取扱保険会社

団体のスケールメリットによりお手頃な保険料です。ご家族全員加入できます。
万一の死亡・高度障害への備えでご家族に安心を！
①1年更新のため毎年保障内容が見直せます。
②医師の診査は不要で加入手続きが簡単です。（告知書扱い）
③1年ごとに収支計算し、剰余金が生じれば、配当金として還付されます。

病気やケガで長期休職になった場合、最長６０歳まで月額最高5万円または１０万円
（免責１８０日）をお支払いします。
①病気やケガにより長期に働けなくなった場合の所得の一部を補完します。
②就業障害が続く限り、最長６０歳まで補償します。（５５歳～５９歳の方は３年が限度）

特定疾病（悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・脳卒中）の治療費としてまとまった保険金を
お支払いします。
①余命６か月以内と判断されるとき、主契約の保険金の前払請求ができます。（リビング・ニーズ特約）
②配偶者も加入できます。
※特約を付加した場合、7大疾病（悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・脳卒中・重度の糖尿病・重度の高血圧性疾患・慢性腎不全・
肝硬変）および悪性新生物（がん）・上皮内新生物の治療費として保険金をお支払いします。

病気やケガも入院１日目から補償の手厚い医療保険です。
病気やケガで保険金をお支払いしても翌年継続可能です。
①病気やケガによる入院を日帰り～365日まで補償します。
②新規ご加入は69才まで、ご継続は７９才までです。
【本人・親介護特約】　身近に迫る介護のリスクと介護費用を補償します。

万一のケガに備える保険です。疾病特約をつければ医療保険に大変身！
①ご家族のケガをまとめて補償するタイプの保険もご用意しています。
②年令制限なくご加入いただけます。
ただし疾病特約については69才までの方となります。

病気やケガで医師の指示に基づき会社を休んだ時、最高12か月の
（免責7日）保険金をお支払いします。
①ケガや病気で働けなくなったとき、あなたの収入ダウンをカバ－します。
②医師の指示による自宅療養も対象です。

給与控除で積立てができます。
老後資金の確保にもご活用ください。
①個年コース（個人年金保険料控除適用型）
②一般コース（一般の生命保険料控除適用型）
※税務の取扱いについては税制改正により、今後変更となることがあります。 明

治
安
田
生
命
保
険

明治安田
損害保険

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

1.安心サポートプラン　主なポイント等一覧

日本ＮＣＲ株式会社 社員会　2026 総合保険 安心サポートプランのご案内

申込締切日：2026年5月31日（日）　申込みは年1回です。ライフプランに応じてご検討ください。

（拠出型企業年金保険（02）【生命保険】）

（こども特約付年金払特約付団体定期保険【生命保険】）

（天災補償特約付団体長期障害所得補償保険【損害保険】）

（７大疾病保障特約付、がん・上皮内新生物保障特約付、リビング・ニーズ特約付、
代理請求特約［Ｙ］付集団扱無配当特定疾病保障定期保険（Ⅱ型）【生命保険】）

配当金還付

5％割引

5％割引

5％割引



2.【新医療保険・団体傷害保険・所得補償保険】補償の早見表
ご加入にあたって必要な補償がひと目でわかります。プラン検討の参考にしてください。

傷害死亡・
後遺障害

区　分

新医療保険

+
オプションセット

団体傷害保険
（①個人型・②家族型）

+
オプションその１

+
オプションその２（①個人型のみ）

+
継続加入のみプラン
（オプションその1）

所得補償保険

ケガ・病気のとき 身の回りのリスク ケガ・病気による
就業不能介　護

●

●

●

●
（A・N・Eセット）

●

●

●

●
（A・Dセット）

● ●
（A・N・Eセット）

● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

●

傷害入院 傷害通院 傷害手術 葬祭費用 疾病入院 疾病通院 疾病手術 疾病
放射線治療 特定疾患 先進医療 三大疾病

診断 日常生活賠償 携行品損害 借家人賠償責任
修理費用

ホールインワン・
アルバトロス費用

住宅内
生活用動産 親介護 本人介護 所得補償

ー三井住友海上火災保険ー

●
（A・D・Nセット）



  

（生命保険文化センター 令和6年度「生命保険に関する全国実態調査」）
 

  

総平均額 6,283万円 

 

給与
・
賞与

 

不足する生活費
療養費
 

 

 

有給手当
期間：各自残公休日数

 傷病手当金
（標準報酬の60～80％程度）
最長通算18ヵ月

食料 89,220円

住居 23,445円

光熱・水道 24,284円

家具・家事用品 13,870円

被服及び履物 7,871円

保健医療 18,429円

交通・通信 44,640円

教養娯楽 33,849円

その他 55,673円

　　消費支出計 311,281円

月平均額
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年間必要額、必要年数、総額（年間必要額・必要年数）はそれぞれ別個に平均しています。したがって、
サンプルごとでは年間必要額×必要年数＝総額が成立しても、年間必要額平均×必要年数平均＝総平均額
とはなりません。

注 

(注)夫婦２人で老後生活を送るうえで経済的にゆとりのある老後生活を送
るために必要な金額を尋ねた調査結果

(注)夫婦２人で老後生活を送る上で必要と考えられている最低日常生活費
に関する金額を尋ねた調査結果

（注）二人以上の世帯のうち無職世帯（65～69歳）の家計収支
（生命保険文化センター 令和4年「生活保障に関する調査」）

出典：厚生労働省「令和5年度　人口動態統計(確定数)」の20～64歳のデータに基づき明治安田保険相互会社にて作成
（注）脳卒中は、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞を指します

（総務省「家計調査報告」2024年）

15万円未満
15～20万円未満
20～25万円未満
25～30万円未満
30～40万円未満
40万円以上
わからない

20万円未満
20～25万円未満
25～30万円未満
30～35万円未満
35～40万円未満
40～45万円未満
45～50万円未満
50万円以上
わからない

通常勤務 公休期間 休職期間 退職後療養期間 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

悪性新生物
（がん）

3大疾病は約4.5割
悪性新生物（がん）は約3.5割

急性心筋梗塞 2.9％
脳卒中（注） 6.9％

その他

よしっ！
愛する家族の
ためにグループ
生命保険で
準備だ。

そうか、
休職補償サポート
で長期療養にも
備えあれば憂い
　なしね。

4.9%
9.2%

27.5%

14.4%
18.8%

2.8%

22.5%

2.7% 5.1%
7.9%

20.5%

9.4%
11.3%

2.7%

18.0%
22.5%

グループ生命保険 残された家族の安心を守るために

三大疾病克服サポートプラス 悪性新生物（がん）・急性心筋梗塞・脳卒中になったときのために積立年金ゆとり 将来の生活設計のために

休職補償サポート 病気・ケガで休職中の給与の補償（長期）には

●老後の必要生活費は平均31万円/月●老後の必要生活費は平均31万円/月 ＜必要と考える老後の最低生活費：平均23.2万円/月＞

＜必要と考えるゆとりある老後生活費は平均37.9万円/月＞

万一の場合の遺
族の生活準備資金につ
いて約7割の人が不安を
感じているんじゃ。
安心して毎日を暮らすため
に、明日からの生活保障を
今から考えておかなけ
れば。世帯主が万一の場合に必要と考える保障額は？世帯主が万一の場合に必要と考える保障額は？

もし世帯主が万一の場合（死亡・高度障害）の生活不安感は？もし世帯主が万一の場合（死亡・高度障害）の生活不安感は？

ケガ、
病気による
休職開始

療養から1年半程度は
会社、健保組合各種手当金の給付制度が
あるが、長期療養への補償は自分で

備えなければのお。  

29歳以下
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳

8,542.5万円
6,114.7万円
8,123.7万円
8,112.9万円
7,750.7万円
6,415.9万円
7,156.8万円
5,937.9万円
4,985.2万円
4,647.5万円

394.9万円・22.5年分
381.4万円・16.8年分
432.2万円・18.6年分
439.4万円・17.5年分
430.9万円・17.7年分
374.4万円・17.3年分
376.9万円・18.6年分
324.0万円・18.5年分
276.3万円・17.9年分
282.6万円・16.0年分

世
帯
主
年
齢
別

（単位：万円）

非常に不安である

わからない

少し不安である たぶん大丈夫 大丈夫6.8%

0.9%

不安

32.7% 36.5% 23.1%

（生命保険文化センター 令和6年度「生命保険に関する全国実態調査」）

あなたのライフプランに応じてご検討ください。 社員会の安心サポートプランは、あなたの未来を応援します。

ー明治安田生命保険ー

3.【積立年金ゆとり・グループ生命保険・三大疾病克服サポートプラス・休職補償サポート】資料

●病死者数（20~64歳）に占める死因の割合

34.9％
55.3％



4.選択の一例
組み合わせは自由です！

自
分
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20代

入　社

ご本人さま

保険選びのポイント

配偶者さま

お子さま

ご両親

結　婚 こども誕生 住宅購入 こども独立

30代 40代～60代

年齢やライフプランが変われば、必要な保障（補償）額も大きく変わります。大切なのは、その時々の自分に合った保険を選ぶことです。
家族の増減や、生活環境が変化したときには加入している保険の内容をよく確認し、その時々のニーズに適した保険に加入しましょう。

保険加入は
社会人としての責任
入社してまもなくは、慌ただしい
日々を過ごします。万一、他人に
迷惑をかけたときに社会人とし
ての責任を果たせるよう、保険の
加入を検討しましょう。

大切な家族を守るために
家庭を築いたら、自分に万一のこ
とがあったときに家族の生活を
保障（補償）する保険も必要にな
ります。独身時代にお互いが入っ
ていた保険を確認し、保障（補償）
内容の再検討をしましょう。

家族が増えたら
保障（補償）も増やそう
家族が増えたら日常生活のリス
クも高まります。
ご家族の病気とケガに備えるこ
とも重要になります。

〈住宅購入〉
責任が重い年代に十分な保障（補償）を
マイホームを購入したら、万一の保障（補償）も十分な額が必要です。
また、ご両親の将来の介護についても考え始める年代となります。

〈こども独立〉
年令を重ねた2人に必要な保険を
これまで以上にがんなどの病気が心配な年令に。加入口数を増やした
りオプションを見直したりして備えましょう。

入社したので
ケガや病気に
備えたい

新医療保険
（Aセット）

日常生活賠償

携行品損害

先進医療

特定疾患

新医療保険
（Aセット）

新医療保険
（Aセット）

新医療保険
（Aセット）

日常生活賠償

先進医療

特定疾患

携行品損害
新医療保険
（Aセット）

新医療保険
（Aセット）

日常生活賠償

携行品損害

先進医療

特定疾患

新医療保険
（Aセット）

新医療保険
（Aセット）

新医療保険
（Aセット）

お父様 お母様

親介護 親介護

日常生活賠償

先進医療

特定疾患

携行品損害

本人介護

結婚したから
夫婦の備えを
考えたい

こどもが生まれたから
こどもの保険を
考えたい

働き盛りの世代の
万一に備えたい

こどもが独立したから
保障（補償）を
見直したい

退職後の収入を考え、
保障（補償）を
見直したい

生命保険
死亡保障額
目安1,000万円

積立年金

特定疾病

休職補償

生命保険
死亡保障額
目安4,000万円

積立年金

特定疾病

休職補償

生命保険
死亡保障額
目安3,000万円

積立年金

特定疾病

休職補償

生命保険
死亡保障額
目安1,500万円

積立年金

特定疾病

休職補償

生命保険
死亡保障額
目安300万円

生命保険

生命保険

生命保険生命保険

生命保険


